
平成２３年１月２１日

山梨県総務部財政課

平成２３年度当初予算 各部局要求状況について

県民の皆様に県政に対する理解をより一層深めていただくよう、平成２３年度当初予算

（一般会計）について、各部局の要求状況を公表致します。

厳しい財政状況の下、国の予算や景気の動向等も踏まえる中で、平成２３年度当初予算

ができあがるまでには、予算額や事業の考え方が大きく変わる可能性があります。

○ 要求額：総額４，０５２億円余

（ただし、国庫補助金の一括交付金化や地方財政計画の動向等を踏まえる必要があ

る公共事業等については要求額に含まれていない ）。

１ 平成２３年度当初予算は骨格的予算として編成するが、年間を見据えた収支計画

を立てるとともに、新規施策的事業等についても早い段階から議論を行う必要があ

るため、要求額は通年予算を前提として要求されたものである。

なお、新規施策的事業については、６月補正予算への計上を原則としており、当

初予算成立後改めて予算要求を行うこととしているため、要求状況等の公表は別途

行うこととし、今回の公表の対象としていない。

２ 平成２２年度一般会計当初予算（公共事業等除き）と比較すると、１２２億円余

の増となっているが、その主な事業は次のとおりである。

・商工業振興資金貸付金 ２９７億円余（３５億円余増）

・緊急雇用創出事業費 ４５億円余（１０億円余増）

・新県立図書館整備事業費 ４２億円余（３０億円余増）

・県庁舎耐震化等整備事業費 １６億円余（１３億円余増）

（参考） 平成２２年度当初予算（一般会計）４，６１８億円余

（公共事業等除き） ３，９３０億円余

○ 各部局の主要な事業は別紙のとおり


